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　毎月15日号は、市民のみなさんに季節の話題や
出来事などを主にお伝えしています。
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　日本昭和村（美濃加茂市）に移築された旧宮小学校の校
舎前で、旧校舎卒業生らが同園の名誉村長でもある女優の
中村玉緒さんとともに、臥龍桜の子桜を記念植樹しました。
　旧校舎は明治31年に建築され、昭和52年まで旧宮小学
校として使用し平成15年に昭和村へ移築したもの。参加
者は「旧校舎のそばで桜が元気よく育ってほしい」と目を細
めていました。

　高山市高根町と松本市奈川の境にある野麦峠
（1,670ｍ）で野麦峠まつりが行われ、両市の児童交
流イベントや物産販売などが行われました。
　園児の餅つき会には、今年から高根町に配属され
た集落支援員の 2名も参加。彼女らは、かつて峠を
越えて飛驒から信州に出稼ぎに行った女性工員の姿
に身を包み、園児と一緒に餅つきを体験しました。

　市営牧場で恒例の放牧が行われ、8カ所で約250頭の繁殖牛が
放牧されました。
　牧場の一つ千

せん

町
ちょう

牧場（高根町）では、朝8時から牛を乗せた農家
のトラックが次々に到着。牛はトラックから威勢よく出て、広々とした
牧場を元気に走り回り、牧草を食べていました。農家は「夏場の放
牧で牛の健康増進に役立ち、経営的にも助かる」と語っていました。

　土砂災害の発生を想定した防災訓練が、清見町三ツ谷
地区で行われ、地域住民や消防団員、市職員など 138
人が参加しました。
　避難準備情報の伝達を受けた消防団員が、屋外子局
拡声器を使って住民に避難を呼びかけるなど、訓練は本
番さながら。避難後は非常食の炊き出しも行われ、事前
の一策にあたる訓練の動作などを確かめ合いました。

深めた野麦峠のまつり
松本市と共催

《5月17日》

々としたの牧場ですくすくと
市営牧場で放牧開始

《6月7日》

《5月20日》

《5月17日》

龍子桜を中村玉緒さんとともに
旧宮小学校卒業生ら記念植樹

も しもの時に備え、地域が一丸となって
清見町で土砂災害防災訓練


